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担当者のひとこと 
 

本年もドキドキだよりを

よろしくお願いします！ 

ちなみに、なぞなぞの年

間優秀作品はまったく解

けませんでした。皆さん

は解けるかな？ 

担当：古川佳音 

こんにちは！ふくしまドキドキだよりです。 

第4回宮畑ミステリーなぞなぞ大賞の年間優秀作品が決定しました！ 

さらに、昨年12月まで開催していた土偶展の裏側も…？ 

前号のクイズこたえ 
 

Ｑ．宮畑遺跡から見つかった資料は、 

破片を含めると約２万点である。〇か×か？ 
 

Ａ．×（約２０万点） 

今月のクイズ 
 

Ｑ．縄文人は海でクジラを捕っていた。 

〇か×か？ 
  

☆答えは次号で☆ 

第4回なぞなぞ大賞 年間優秀作品決定！！！ 

令和2年6月から10月に作品を募集していた「第4回宮畑ミステリーなぞなぞ大賞」の年間優秀作品が決

定しました！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんご参加ありがとうございました！ 

ホームページにはこのほか各月の優秀作品も掲載中♪ぜひなぞなぞ解きにチャレンジしてね☆ 

上記３作品の答えは裏面に掲載します♪ 

このよで一番高い歌は？ （マナさんの作品） 

ａくんのたん生日です、たん生日パーティーをします。さいしょにきねん写真

をとりました。つぎにやきそばをとりました。つぎにおにくをとりました。さ

てさいしょになにをとったでしょう？ （すずきぎんぺいさんの作品） 

ある乗り物にせんすを持っていいきました。そしたら「持ってきてはいけ

ません」と言われました。ある乗り物とはなんでしょう？」  

（なさあっちゃんさんの作品） 

 【なぞなぞ大賞 担当者からのコメント】 

５か月の間沢山のご応募頂き本当にありがとうございました！年齢層も幅広く最年少で

５歳の方にも応募して頂きました。私も実際に、皆さんが考えたなぞなぞに挑戦しました

が、とても面白い作品ばかりで、自分の業務に支障が出そうになる程没頭してしまいま

した（笑）おうち時間が増える中で、なぞなぞが皆さんの楽しみの一つになっていただけ

れば幸いです。ご応募頂いた作品は全てじょーもぴあ宮畑・市ホームページに掲載して

いますので、ぜひ挑戦してみてください！ 



作成・お問い合わせ先 

福島市 文化振興課 埋蔵文化財係 

ＴＥＬ：０２４－５２５－３７８５ 

しゃがむ土偶 愛称募集中！！！ 

前号でもご紹介しましたが、令和3年1月31日（日）まで、ふくし

まの宝である「しゃがむ土偶」の愛称を募集しています♪ 

 

ちなみに・・・・・・現在の応募総数は1３０0件以上！！！ 

全国各地から様々な愛称が送られてきています♪ 

 

まだまだ募集中です！みなさんからのご応募お待ちしてます♡ 

 

どんな愛称になるかお楽しみに☆ 

 

なぞなぞのこたえ 
 

最優秀作品のこたえ：年をとった 

（さいしょにみんなとしをとるから） 
 

準優秀作品のこたえ：こうか 

（こうか→高か） 
 

優秀作品のこたえ：せんすいかん 

（せんすをもってきてはいけない 

＝「せんす『いかん』」） 

「土偶の世界」ご来場ありがとうございました！ 

令和2年10月9日～12月14日にじょーもぴあ宮畑で開催された「土偶の世界～集結！国宝土偶レプリ

カ５体と福島の土偶展～」。 

期間中は約6000人にお越しいただきました。ご来場ありがとうございました！ 

文化財を借りる時に使う梱包材やテンバコは、すべて借りる側が用意していきます！ 

今回は学芸員資格を持つ職員が直接借りに行きましたが、専門の業者にお願いする

場合もあります。 

企画展は終了しましたが… 

短期連載 『土偶の世界』のウラガワ！ 第1回 土偶はどうやって借りてきたの？ 

所蔵先の担当者と一緒に、キズや破損

がないか、土偶の状態を確認します。

確認内容は1体づつ調書に書きこんで

いきます。 

レプリカとはいえ、国宝と重要文化財

の土偶が１つの机に並んでいる光景は

感動ものでした！ 

① ② 

記録が取れたら、土偶を梱包します。 

脱脂綿や薄葉紙（丈夫な薄い和紙）、

通称『座布団』と呼ばれる、綿を薄葉

紙で包み作った緩衝剤で包んでいき

ます。 

簡単そうに見えますが、1つ1つ形が

違う土偶に合わせ、どのように梱包

材を使い固定をするかが難しかった

です。 

③ 

1体ずつ梱包が済んだら、テンバコ

というプラスチック製の箱に入れ運

搬します。隙間には梱包材を詰めて

土偶が動かないようにしています。 

見た目ではわからないので、写真

や名前のカードを挟んでいます。 

このままテンバコごと車に積み、福

島まで運んできました。 

今回の企画展「土偶の世界」では７施設から37点の土偶をお借りしました。土偶は大切な文化財なので、宅配便で届

けてもらうというわけにはいきません。ではどうやって土偶は運ばれてきたのでしょうか？ 

今回は国宝土偶のレプリカをお借りした、長野県茅野市での様子をご紹介します♪ 


